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野菜大好き！元気な子！家族でサツマイモ掘り

体験と防災訓練 活動報告

野菜大好き！元気な子！

家族でサツマイモ掘り体

験と防災訓練開催

日時：平成23年10月30日（日）

午前10時〜11時30分迄。

参加者：約120名。

農業体験の活動方針：

学校、家庭、地域で育成するために、

食育教育の一環として実施。

門前自治会は、農業体験として、今年

は、ジャガイモ掘り、枝豆、サツマイ

モ掘り、餅つき大会を行います。

東久留米の地産地消の野菜や果物を農

業体験を通して、好き嫌いなく、自然

の恵みを体で吸収して、健康な体作り

をして欲しいと思います。

また、自分達の野菜の収穫体験・料理

体験を含めて、子供のうちから、命の

基になる食材を活かした料理ができ

る、力強い人になってもらいたいと思

います。

食は命なり
↓

『食』は『人』を

『良』く

するもの

実行委員長（門前自治会青少

年健全育成協議会担当理事：

島元晟光氏）より挨拶があり

ました。

食欲の秋、未来のある子供達

を、学校・家庭・地域で育成

するために、食育教育の一環

で家族でサツマイモ掘り体験

教育を行います。

最初に、参加者一同記念撮影

を撮りました。

会場には多くの人が集まりました 実行委員長 島元晟光氏の挨拶

その後、野島農園の経営者

（門前自治会会長 野島貞夫

氏）が、サツマイモ畑迄誘導

して、その途中にて農園の多

種類（大根・白菜・人参・水

菜・春菊・落花生・ホウレン

草・山芋・里芋・チンゲンサ

イ・キャベツ・ブロッコ

リー・コマツナ・ネギ・タマ

ネギ・インゲン・ニラ・ピー

マン・ナス・シシトウ)の露

地野菜の生育状況と果物（み

かん・りんご・柿）等を見学

していただきました。

子供達は、普段見かけないそ

れぞれの野菜の生育状況を興

味深く観察していました。

門前自治会長 野島貞夫氏の挨拶

参加者の様子

サツマイモ畑で、現場実行責

任者（横山惣一氏）より、

「このサツマイモの種類は、

ベニアズマです。

育成の仕方は、4月中頃、畑

の土に畦をきり、盛り上がっ

たところに、苗を植え付け

（数枚の葉が付いたツル

（茎）を土に挿すという形で

定植）します。

イモ掘りの様子 イモ掘りの様子

その後、ツルが成長した

ら、1回程度伸びたツルの不

定根を、土から抜いてやりま

す。9月から10月迄に収穫。

サツマイモは、肥料をやる必

要が無く（繁殖能力が高く、

窒素固定ができるので、痩せ

た土地でも育ちます）、除草

も少なく、手がかからない野

菜ですので、皆様もこの体験

を活かして家庭菜園等で挑戦

して下さい」と簡単に説明さ

れました。

イモ掘りの様子 イモ掘りの様子

今回、段取りとして、事前に

ツルを刈り取り、ツルの根元

を残し、株ごとに、目印の割

り箸を立てておきました。

割り箸を目印に、参加者一列

に並んでいただき、全員が

揃ったところで、号令をかけ

て、一斉にサツマイモめがけ

て、各自持参した小型シャベ

ルで土を掘り始めました。

イモ掘りの様子 イモ掘りの様子

約15分程度各自親子で助け合

い、サツマイモが土より見え

ると、子供達が、歓声を上げ

て、最高に盛り上がり、力強

く深く掘り始めました。

大きさの異なるイモがあり、

興味深々と、ひとつひとつ丁

寧に、イモを掘りだしまし

た。

イモ掘りの様子 イモ掘りの様子

イモ掘り後、順番に並び、手

洗いしました。

その後、試食用のサツマイモ

を、農園の果樹を剪定した薪

を使い、竈で釜とセイロを使

用して蒸しました。

蒸したサツマイモは参加者全

員で試食しました。

汚れた手をきれい洗いましょう 蒸したてのサツマイモ

多くの方が、取り立て・出来

たてのサツマイモを、「美味

しい」と喜んで食べながら、

農業体験・野菜見学を話題に

し、親子、地域の方と楽しく

懇談していました。

参加者みんなで試食 参加者みんなで試食

尚、各自で収穫したサツマイ

モは、家に持ち帰り、家族で

話し合い、子供達と一緒に料

理し、食べて頂きたいと要望

させていただきました。

（門前自治会は、未来ある子

供たちに『野菜大好きになっ

てね』運動推進中）

備考：サツマイモの歴史について。

原産は、南アメリカ大陸・ペール熱帯

地方等。

分類として、ヒルガオ科サツマイモ属

の植物です。

日本列島における歴史は、1604年琉球

王国に伝わり、1734年青木昆陽が、八

代将軍吉宗の命を受けて、小石川植物

園で栽培し、関東一円に普及した。

第二として、自主防災訓練講

話。

講師（門前自治会自主防災担

当理事 野島武夫氏）より、お

話がありました。

現在、関東直下型大地震（マ

グニチュード７以上）が30年

以内に70%の確率で起きると

言われています。

これを想定し、今回、テキス

ト（地震発生前・発生後の危

険回避マニュアル・東日本大

震災対応版：東久留米市防

災・防犯課より、支給）を用

いて、話し合いました。

自主防災担当理事 野島武夫氏

参加者の様子

大切なことは、日頃より大震

災に対して、家族で話し合っ

ておくことが大切であると言

う御意見が多くありました。

また、このような行事をとう

して、日頃から向こう三軒、

両隣、助け合いの地域の絆な

作りが大切であると、参加者

の多くの方が、再認識された

と思います。

最後に閉会の挨拶として実行

委員長(島元晟光氏)より、

「サツマイモ掘りを楽しく終

わることができたことを感謝

して、お父さん、お母さん、

関係者の皆様に感謝の『あり

がとう』を言いましょう」と

挨拶をして、無事に終わりま

した。

参加者の様子 実行委員長 島元晟光氏

参加者が帰る際、野島農園で

生産された、冬柿を全員に土

産として配布（風邪予防）し

ました。

尚、本行事に、門前自治会役

員、ＪＡ東京みらい駅前店、

野島農園関係者、ＭＯＡ健康

生活ネットワーク（自然農法

研究会）、門前会、法人会第

2支部有志、町おこし実行委

員会市民の会、美多摩新聞

社、川クラブ池田恭則氏、東

部地域ふれあい交流会、第2

小学校、市役所防災・防犯課

等の協力に感謝致します。

お土産に柿を配布 お土産に柿を配布

今回の防災訓練は、体験訓練

を省きましたが、

11月19日（学芸大学付属特特

支援学校）、

平成24年3月（第2小学校）

で、体験訓練を実施致しま

す。

尚、日頃の活動様子は、ネッ

トで『門前自治会』検索！

文責：

門前自治会会長 野島貞夫

TEL:090-3224-0278

FAX:042-476-2555

mail:nojima.sadao@jcom.home.ne.jp

※写真掲載了承済

前のページへ戻る

東久留米のふれあい情報サイト くるくる


